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「 ぼく 」 

 

 

 
「ぼく」という男の子が、「ぼく」の好きなことを語り、最後に一番好きなものは

「ぼく」であるといいます。授業では、その理由を考え、「ぼくがいないと友達と

遊べない」、「ぼくがいれば楽しいことがたくさんできる」などの考えがでました。

また、自分のいいところを「じぶんへのしょうじょう」として作りました。自分

のいいところに気付き、自分自身を大切にしようという気持ちが高まりました。 


